
み
ん
な
を
つ
な
ぐ
石
坂
わ
た
る
の
活
動
報
告

２
０
１
１
年
10
月
後
半
〜
12
月
末

9/18 第15回レインボーマーチ札幌に参加。
パレード後にスピーチをしました。

11/23　韓 国・ 朝 鮮・ 日 本 の 伝 統 音 楽
ライブ「ノルジャ」鑑賞。前中野区議会議員
の佐藤ひろこさんと。

12/3 中野区障害者事業団が 2 年に一度
開催する「ユニークダンスを楽しむ区民の
集い」で、たくさんの方と踊りました！

11/6 東京大学付属中等学校にて避難所開
設訓練に参加。消火器操作を体験しました。

9/4　HIV関連イベント「Living Together 
Lounge」に出演し、手記を朗読。

9/4　区民の方にお話を聞き、中
野について話し合う交流会を開
催。交流会は定期的に行ってい
ます。ぜひご参加を！

作：ドルショック竹下

vol.
03

プ
会
に
参
加

12
月
15
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｍ
Ｎ
Ｄ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
さ
く
ら
会
を
見
学

12
月
18
日　

い
ず
み
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

12
月
22
日　
『
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
』
を
傍
聴

12
月
23
日　

中
野
区
障
害
者
防
災
委
員
会
主
催 

講
演
会
『
東

日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
』
に
参
加

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
・

帰
宅
困
難
者
の
発
生
と
い
っ
た

大
規
模
の
災
害
の
他
、
区
内
で

は
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
風

水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。　

　

様
々
な
不
安
が
広
が
る
一
年

で
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
支

え
あ
い
や
絆
の
大
切
さ
が
強
く

感
じ
ら
れ
る
一
年
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
初
の
当
選
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
区
議
会
で
の
質
問
の
際
に

は
、
何
人
も
の
方
が
傍
聴
に
来

て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
野
区
で
は
従
来
の
災
害
時

要
援
護
者
登
録
制
度
の
改
善
・

整
備
を
進
め
る
と
共
に
、
手
を

区政報告会・交流会：報告します
第４回の定例会本会議の様子や中野の現状について、石坂わ
たるが報告します。また、意見交換などしながら参加してい
ただいた方のお話もうかがいます。

日時：2 月 12 日（日）13:30 〜 16:00
場所：桃園区民活動センター（共生中野で部屋をとっています）

参加費：100 円（資料・お茶・お菓子代）

控室情報：お話をうかがいます
中野区議会内では、無所属議員控室に在室しています。ご相談・ご意見を
うかがいますので、お電話・メールでの在室確認の上、お気軽にいらして
ください。（区民の方３名以上の集まりにも調整の上こちらから伺います。）

● ボランティアを募集しています
中野区内でたつのこ通信の配布をお手伝いしてくださるボラン
ティアを募集しております。ご自宅のお近くだけでもかまいません。
ご協力いただける方はお電話・メールなどでご連絡ください。

● メールニュース配信中！
石坂わたるの議会質問の日程やイベント参加の予定を、メールで
配信しています。ご希望の方はメールでお申し込みください。

● 通信を郵送します！
たつのこ通信は共生中野が発行する定期的な通信です。郵送を
ご希望の方は、お電話かメールにてご連絡ください。

〒164-0014    中野区南台2-51-7-305　 TEL：03-6304-8758　 E-mail：09wishizaka@mbr.nifty.com　
【中野区議会】〒164-8501 東京都中野区中野4-8-1　TEL：03-3228-8874（無所属控室） 

１面  活動報告
２面  議会で質問しました/議会豆知識
３面  委員会質問 / 特集：赤ちゃん

ほっとスペース
４面  学習会レポート/ホットスポット

の除染 / お知らせ/どらごんクン
http://ishizakawataru.net/　twitterID：@ishizakawataru　　      編集・発行：共生中野

不安と孤立を見捨てない

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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の

途中入場可 予約不要

挙
げ
た
町

会
が
高
齢

者
や
障
が

い
者
を
日

頃
か
ら
地

域
全
体
で
見
守
る
「
地
域
支
え

あ
い
」
の
し
く
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
こ
え

て
、
す
べ
て
の
区
民
が
支
え
、

支
え
ら
れ
る
と
い
う
、
住
民
参

加
型
の
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
一
層
広
が
る
よ
う
に
一
議

員
の
立
場
か
ら
も
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
生
活
の
中
で
お
気
づ
き

の
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
お
気
軽

に
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●  次回学習会のお知らせ ●

3/10（土）学習会
「東日本大震災からの１年―被災地と中野―」

講師　佐藤ひろこ（前中野区議会議員）、他

学
習
会
レ
ポ
ー
ト
11
月
27
日

「
発
達
障
が
い
と
生
涯
支
援
」

　

横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
発
達
精
神
科
医
師
の
片
山
知
哉
医
師
か

ら
、
高
機
能
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
の
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

横
浜
市
で
は
、教
育
と
医
療
の
連
携
に
よ
り
、

幼
児
期
に
発
達
障
が

い
を
発
見
し
、
早
期

の
サ
ポ
ー
ト
を
始
め

る
こ
と
で
、
そ
の
後

も
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
支
援
が
得
ら
れ
る
状
況
に

あ
る
そ
う
で
す
。

　

発
達
障
が
い
は
、
学
校
で
の
集
団
生
活
の
中
で

発
見
さ
れ
、
子
ど
も
が
生
活
に
困
難
さ
を
抱
え
て

か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
模
索
す
る
と

い
う
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で
す
。
早
期
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
れ
ば
、
周
囲
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
自
信
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
学
習
へ
の
や
る
気
を
な
く

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
可
能
性
は
減
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。横
浜
市
の
し
く
み
や
考
え
方
の

特
徴
に
感
心
し
、
今
後
の
中
野
で
の
取
り
組
み
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
野
区
で
は
、
子
ど
も
が
利

用
す
る
区
の
施
設
な
ど
に
お
い

て
、
毎
時
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
以
上
の
放
射
線
量
率
の
箇

所
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、

土
壌
の
除
染
な
ど
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
た
ら
、
下
記
担
当

部
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
区
に
よ
る
再
測
定
の

上
、
対
応
し
ま
す
。

小学校・中学校について
教育委員会事務局  学校教育担当 03-3228-5522

保育園・幼稚園について
子ども教育部  保育園・幼稚園担当      03-3228-8638

公園について
都市基盤部  道路・公園管理担当 03-3228-8032

道路について
都市基盤部  道路・公園管理担当 03-3228-8844

  

あ な た の 声 を 聞 か せ て く だ さ い ！ 区政報告会・控室案内

高
放
射
線
量
地（
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
）

の
除
染
開
始
し
ま
し
た

10
月
31
日
～
11
月
1
日　

子
ど
も
文
教
委
員
会
地
方
行
政
視
察

11
月
2
日　

谷
戸
小
学
校　

陽
だ
ま
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
参
観

11
月
3
日　

Ｉ
Ｌ
ね
こ
の
手　

江
ノ
島
水
族
館
バ
ス
旅
行
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

11
月
5
日　

第
九
中
学
校
開
校
61
周
年
記
念
式
典
に
参
加

　
　

同
日　
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト―

生(

き)

の
芸
術―

人
の
果
て
し
な
い
創
造
の
物
語
展
」（
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
他
）
を
参
観

11
月
6
日　

東
京
大
学
付
属
中
等
学
校
に
て
南
中
野
地
域
の
避

難
所
開
設
訓
練
に
参
加

11
月
7
日
～
8
日　

岩
手
県
盛
岡
市
個
人
視
察

11
月
11
日　

緑
野
小
学
校
開
校
式
参
加
、
同
校
内
の
キ
ッ
ズ
プ

ラ
ザ
と
学
童
保
育
室
の
施
設
見
学
、
同
校
肢
体
不

自
由
特
別
支
援
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
を
授
業
見
学

　
　

同
日　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
主
催
：
中

野
区
社
会
福
祉
協
議
会
他
）
に
参
加

11
月
12
日　

江
古
田
小
学
校
開
校
130
周
年
記
念
式
典
に
参
加

　
　

同
日　

メ
イ
プ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
メ
イ
プ
ル
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

11
月
15
日　

公
益
活
動
団
体
交
流
会（
主
催
：
中
野
区
）に
参
加

11
月
18
日　

中
野
区
私
立
幼
稚
園
連
合
会
65
周
年
お
よ
び
父
母

の
会
連
合
会
結
成
55
周
年
大
会
に
参
加

11
月
19
日　

桃
園
第
二
小
学
校
開
校
90
周
年
記
念
式
典
に
参
加

11
月
20
日　

中
野
区
災
害
時
医
療
救
護
訓
練
に
参
加

　
　

同
日　

谷
戸
小
学
校
に
て
行
わ
れ
た
フ
ェ
ス
タ
谷
戸
に

コ
ー
ラ
ス
で
出
演

11
月
22
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ー
ム
イ
ー
グ
レ
ッ
ト
の
バ
ス
旅
行

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

11
月
23
日　

中
野
区
国
際
交
流
協
会
主
催「
ノ
ル
ジ
ャ
！
」（
韓
国
・

朝
鮮
・
日
本
の
伝
統
音
楽
ラ
イ
ブ
）
に
参
加

11
月
26
日　

多
田
小
学
校
70
周
年
記
念
式
典
に
参
加

11
月
27
日　

学
習
会
・
区
政
報
告
会
を
開
催

12
月
2
日　

東
日
本
大
震
災
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
×
復
興
」
に
参
加

12
月
3
日　

若
宮
小
学
校
開
校
60
周
年
記
念
式
典
に
参
加

　
　

同
日　
「
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
区
民
の
集
い
」に
参
加

12
月
4
日　

日
本
精
神
保
健
福
祉
士
協
会
の
研
修（
成
年
後
見
）

に
参
加

12
月
10
日　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
交
換
会
に
参
加

　
　

同
日　

谷
戸
小
学
校
の
造
形
展
を
参
観

12
月
12
日　

コ
ー
プ
と
う
き
ょ
う　

中
野
コ
ー
プ
会
に
参
加

12
月
15
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｍ
Ｎ
Ｄ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
さ
く
ら
会
を
見
学

12
月
18
日　

い
ず
み
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

12
月
22
日　
『
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
』
を
傍
聴

12
月
23
日　

中
野
区
障
害
者
防
災
委
員
会
主
催 

講
演
会
『
東

日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
』
に
参
加

中野区議会議員●無所属

政務調査のための会派「共生中野」では、区民
のみなさまと一緒にさまざまなことを勉強して
いく学習会を行います。広い分野にわたり専門
家を招いた学習会を開催予定です。ぜひご参加
ください！

すべてのお問い合わせはこちら！　　03-6304-8758（事務所）または 03-3228-8874（無所属控室）　　09wishizaka@mbr.nifty.com

日 時：３月１０日（土 ） 
13:30 ～ 16:30　

場 所：カサ デ オリーバ
中野区本町5-35-9  本町五丁目ビル

参加費：100円
（資料・お茶・お菓子代）

東日本大震災の被災地支援を行っている講師に、
現地の状況や、障がい者支援を含む行政の対応、
中野区が行った支援などについてお話いただきます。

新中野駅から
徒歩６分



（定数４２人議長含む）

区長

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

石
坂　

障
が
い
を
持
つ
方
同
士
、
同
性
カ
ッ

プ
ル
、
友
人
同
士
で
の
共
同
居
住
に
つ
い
て

区
民
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、
婚
姻
関

係
の
な
い
２
人
が
新
た
に
共
同
名
義
で
部
屋

を
探
す
と
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

ハ
ウ
ス
シ
ェ
ア
、
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
を
希
望
す
る

人
が
住
む
場
所
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、
区
が

民
間
の
不
動
産
店
と
連
携
し
住
宅
難
民
を
生

み
出
さ
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
、
さ
ら
に
シ
ェ

ア
を
希
望
し
て
い
る
区
民
が
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
が
必
要
で
は
？

区
長
（
田
中
大
輔
）　

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
応
じ
た
住
ま
い
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
不
動
産
団
体
と
も
情
報
交
換
し
な
が
ら

協
力
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

石
坂　

住
み
替
え
支
援
事
業
の
住
宅
情
報
提

供
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
児
（
者
）
世
帯
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
ほ
か
、
み
ず
か
ら
物
件

を
探
す
こ
と
が
困
難
な
方
が
対
象
と
な
る
。

シ
ェ
ア
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
で
も
、
住
み
替

え
支
援
事
業
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
対
応

を
。
ま
た
、
住
み
替
え
支
援
事
業
の
広
報
や

窓
口
の
案
内
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
？

区
長　

区
の
住
み
替
え
支
援
事
業
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
ご
自
分
で
住
宅
を
探

せ
な
い
方
に
つ
い
て
も
支
援
を
し
て
い
る
。

支
援
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
Ｐ
Ｒ
や
窓

口
案
内
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

よ
り
地
域
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
区
が
連

携
し
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
？

地
域
支
え
あ
い
推
進
室
長
（
長
田
久
雄
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
が
、
精
神
障
が
い
者

と
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
担
い
、

支
え
あ
う
し
く
み
を
推
進
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
区
民
と

協
働
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
支
え
あ

い
の
風
土
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し

て
い
る
人
た
ち
の
結
び
つ
け
や
、
関
係
機
関

等
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
も
、
情
報
提
供

や
支
援
を
推
進
し
た
い
。「
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
で
は
、
今
年
度
よ
り

先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
情
報
交
換
や
交
流
を

も
つ
機
会
も
増
や
し
、
連
携
や
活
動
の
支
援

を
行
う
予
定
だ
。

石
坂　

現
在
、
生
活
保
護
を
受
給
す
る
精
神

障
が
い
者
に
対
し
て
支
援
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
生
活
保
護
を
受
け
る
ま
で
に

は
至
ら
ず
と
も
、
失
業
状
態
が
続
き
、
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
も
、
メ
ン
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。

早
め
の
対
応
は
生
活
保
護
の
手
前
で
食
い
止

め
ら
れ
る
支
援
に
も
つ
な
が
る
の
だ
か
ら
、

離
職
者
相
談
や
生
活
相
談
の
際
に
、
専
門
家

を
ま
じ
え
た
精
神
的
な
相
談
も
必
要
で
は
？

区
長　

そ
の
認
識
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

支
援
方
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

石
坂　

生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
を
促
進
す

る
支
援
に
つ
い
て
も
、
精
神
保
健
福
祉
士
と

区
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
連
携
を
強
化
・
拡

充
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
？

区
長　

精
神
保
健
福
祉
士
は
、
生
活
援
護
の

子
ど
も
文
教
委
員
会（
10
月
24
日
）

『
特
別
支
援
教
育
の
推
進
の

た
め
の
考
え
方
』
に
つ
い
て

石
坂　

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
肢
体
不
自
由

児
の
介
助
員
に
は
資
格
要
件
あ
る
い
は
十
分

な
研
修
等
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
副
参
事（
学
校
教
育
担

当 

宇
田
川
直
子
） 資
格
を
持
つ
方
を
採
用
す
る

か
、
研
修
等
で
技
術
な
ど
を
身
に
つ
け
て
も
ら

う
か
は
今
後
の
検
討
す
る
。技
術
的
な
と
こ
ろ

は
必
要
と
い
う
ふ
う
に
認
識
を
し
て
い
る
。

決
算
委
員
会
子
ど
も
文
教
分
科
会

（
10
月
12
日
）

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
、
Ｐ
Ｒ
を
！

石
坂　

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
整
備
補

助
金
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
赤
ち
ゃ

ん
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
は
、
今
年
度
は
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ
に
設
置
さ
れ
た
が
、
計
画
的
な
設

置
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
部
副
参
事
（
子
ど
も
教
育
経
営

担
当 

白
土
純
）
平
成
22
年
度
は
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
で
設
置
を
し
、
実
支
出
額
の
３
分
の

２
を
補
助
し
た
。現
在
区
有
施
設
で
80
カ
所
、

民
間
の
施
設
で
22
カ
所
、
そ
れ
か
ら
駅
に
つ

い
て
11
カ
所
と
、
相
当
程
度
整
備
さ
れ
て
き

て
い
る
。
乳
幼
児
の
保
護
者
が
安
心
し
て
外

出
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
目
的
は

一
定
程
度
は
達
成
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

本会議を行う議場は、中野駅
近くの区役所5階にあります。
2月、6月、9月、12月の年4回、ここで定例会が開かれます。

議長　区議会議員の中での選挙で選ばれます。現在の議長は、
大内しんご議員（自民）、副議長は久保りか議員（公明）です。
演壇　質問や回答（答弁）は、ここに立ち発言します。
理事者　議員からの質問に対し回答する担当部署の職員。
区議会議員　選挙で選ばれた42人の区民の代表者です。
傍聴席　議会はどなたでも（子どもでも、区外在住者でも）
見学できます（「傍聴」といいます）。現在の議場はバリアフ
リー化されていないため、車いすでの傍聴は難しい構造です
が、今後の建て替えの際に、バリアフリー化がのぞまれます。

本会議の様子 区議会 豆 知識

その2

- ２面 -

住
み
替
え
支
援
事
業
を

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
に
も
適
応

第
４
回
定
例
会
（
12
月
１
日
〜
14
日
）

　
　
　
　
　

本
会
議　

一
般
質
問

- ３面 -

現
場
に
お
い
て
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
と
も
に

困
難
な
事
例
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
今
後
も
い
っ
そ
う
連
携
を
強
化
し
、
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

区
民
の
健
康
と
命
を
守
っ
て
！

石
坂　

東
日
本
大
震
災
後
の
中
野
区
の
放
射

能
汚
染
に
つ
い
て
、
不
安
の
声
が
広
が
っ
て

い
る
。「
中
野
区
に
お
け
る
平
和
行
政
の
基

本
に
関
す
る
条
例
」
に
は
、「
平
和
で
安
全

な
環
境
の
も
と
に
平
和
行
政
を
推
進
す
る
」

と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
平
成
19
年
３

月
に
出
さ
れ
た
中
野
区
食
品
安
全
委
員
会
の

答
申
で
は
「
区
民
の
健
康
や
安
全
を
守
る
こ

と
は
区
の
責
務
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
や
学
校
給
食
に
限
ら
ず
、
区
あ

る
い
は
区
長
は
、
区
民
に
安
全
な
環
境
を
提

供
し
、
健
康
と
命
を
守
る
と
い
う
責
務
が
あ

る
と
の
認
識
で
よ
ろ
し
い
か
？　

環
境
部
長
（
尾
﨑
孝
）　

区
民
の
安
全
な
環

境
と
健
康
を
守
っ
て
い
く
立
場
か
ら
、
必
要

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

石
坂　

区
が
責
任
を
も
っ
て
、
区
民
の
健
康

と
命
を
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
認
識
で

よ
ろ
し
い
か
？

環
境
部
長　

そ
れ
は
区
と
し
て
の
責
務
で
ご

ざ
い
ま
す
。

対
象
者
に
応
じ
た
き
め
細
か
い

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
！

住
み
替
え
支
援
の
お
問
い
合
わ
せ

都
市
基
盤
部

都
市
計
画
分
野
住
宅
施
策
担
当

０
３
（
３
２
２
８
）
５
５
８
８

区
は
「
区
民
の
健
康
と
命
を
守
る
」
と

は
っ
き
り
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
放

射
線
量
測
定
な
ど
必
要
な
対
応
を
実
施

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

石
坂　

精
神
科
医
や
医
療
関
係
者
の
話
で

は
、
失
業
者
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
独
身
者
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
思
春
期
の

子
ど
も
な
ど
の
受
診
者
も
多
い
。
う
つ
病
あ

る
い
は
精
神
疾
患
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
層

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
あ
わ
せ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
区
職
員
に
は
、
知
識
を

持
ち
、
要
支
援
者
を
適
切
な
担
当
部
署
に
つ

な
ぐ
力
を
育
て
る
研
修
が
必
要
で
は
？

区
長　

区
の
窓
口
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

承
り
、
き
め
細
か
い
対
応
に
努
め
て
い
る
。

自
殺
や
う
つ
の
傾
向
に
気
づ
き
、
適
切
な
担

当
部
署
に
つ
な
げ
る
ら
れ
る
よ
う
に
、
昨
年

度
か
ら
区
職
員
に
対
し
て
自
殺
予
防
の
研
修

な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

石
坂　

中
野
区
の
精
神
保
健
福
祉
の
普
及
と

啓
発
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
っ

て
い
る
部
分
が
多
く
あ
る
。「
精
神
保
健
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
修
了
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
す
る
人
も
数
多
い
。

精
神
保
健
福
祉
分
野
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

　

子
育
て
に
や
さ
し
い

街
・
中
野
の
実
現
に
向
け
、

中
野
区
は
区
有
施
設
や
民

間
施
設
、
店
舗
等
の
授
乳

室
・
お
む
つ
交
換
ス
ペ
ー
ス
を
「
赤
ち
ゃ
ん

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」
と
名
づ
け
て
い
ま
す
。

中
野
区
で
は
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
保
護
者
も

外
出
し
や
す
い
街
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

区
内
の
赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
は
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
子
育
て
支
援
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
「
お
ひ
る
ね
」
な
ど
に
施
設
一
覧
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
乳
・
お
む
つ

交
換
設
備
の
あ
る
施
設
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を

交
付
し
、
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
に

は
、
整
備
補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
設
置
し

た
際
に
は
、
実
支
出
額
の
３
分
の
２
が
補
助

さ
れ
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出
は
大
変

な
も
の
で
す
が
、
新
し
く
で
き
る
建
物
な
ど

に
、
こ
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
も
ら

え
る
と
、
外
出
が
楽
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
一
覧
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今
後
民
間
施
設
で
整
備
し
た
い
と
い
う
話
が

あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
予
算
化
し
て
整
備
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
そ
う
い
う
話
は
な
い
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

は
予
算
化
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

石
坂　

相
当
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
お
む
つ
交
換

ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
所
も
あ
る
。
今
後
、
で
き
る

だ
け
授
乳
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
で
き
れ
ば
と
考

え
る
。
ま
た
授
乳
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て

い
る
場
所
の
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
教
育
部
副
参
事　

ご
指
摘
の
よ
う

に
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
両
方
が
整
っ
て
い

な
い
が
、今
後
も
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

第
四
回
定
例
会
中
の
委
員
会
の
中
の
、
子
ど

も
文
教
委
員
会
で
は
区
内
の
保
育
所
の
視
察

等
、
地
域
支
え
あ
い
推
進
特
別
委
員
会
で
は

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
支
え
あ
い
の
し
く
み

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
次

号
の
ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
訂
正

た
つ
の
こ
通
信
２
号
２
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。「
東
京
都
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

よ
る
免
疫
機
能
障
害
で
の
障
害
者
手
帳
所

有
者
が
平
成
22
年
度
末
に
四
万
千
六
十
一

人
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
四
千
六
百
三
十
六
人
」
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。


